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はじめに
鉱泥湿布 peloidpacksは粘性,塑形性,容水性およ
び熱性などの特性から,局所を緩徐に温め熟を長く保ち
関節 ･筋 ･腺などの捧痛緩和や機能的消化器疾患などの
自覚症状軽減に適用されている(大島ら,1979).われわ
れは右季肋部に鉱泥湿布療法を行っている患者が軒をか
いて入眠するのを屡々観察し,これを脳波記録で確めた
(森永,1982).Dement(1972)によると軒をかいて眠る
のは non･REM (rapideyemovement)sleep相とい
われるが,図1,2,3の脳波記録は被扱者が鉱泥湿布療
法開始後5分でdrawsystateとなり9-10分でnOn-
REMsleepstateに達することを示す.鉱泥湿布療法
中このように急速に睡眠が導入されるのは右季肋部の温
熱刺戟によって何らかの化学物質が血管内に遊出し,そ
の物質が血液脳関門を通過して脳の陸眠導入機構に関わ
図2.泥湿布5分後の脳波図
る可能性が考えられる.われわれは Jouvet(1972)の へ
入眠に関するセロトニン仮説に着目して,セロトニン前
駆物質で血液脳関門を通過するL-トリプトファンが鉱
泥湿布療法後増加することを推論する資料をえたので報
告する.
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図1. 泥湿布1分後の脳波図
図3.泥湿布9分後の脳波図
方 法
被験者は健康で肝機能が正常値を示す volunteer6
人 (男3人,女3人)である.食餌による血党L-トリプ
トファン値-の影響を除くため12時間の絶食後鉱泥湿布
療法を行った.
Peloidpackは,人形峠鉱山の粘土に三朝温泉水を混
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入捷拝し,蒸気で70°C前後に加温した鉱泥 (同大三朝分
院で通常用いているもの)を布地に3.5cmの厚さに塗
り表面温度が45oC位になるようタオルでくるんだもの
を用いた.
被験者は午前11時に明るい鉱泥療法室内ベッドに安静
仰臥して,peloidpack通用前と,peloidpackを右季
肋部に適用開始後30分の全血をヘパリン添加試験管に採
取された.血液は血梁分離後直ちに冷凍されアミノ酸分
析法(大塚アッセイ研究所)によってL-トリプトファン
値の測定が行われた.
結果および考察
表1および図4で示されるように今回のわれわれの予
備的検索では,被検者6人中5人において右季肋部の
鉱泥湿布適用後の血党L-トリプトファン値が増加 した
(t-2,93>F吉(0.05)-2,571).すなわち鉱泥湿布適用
後30分の血菜L-トリプトファン値は鉱泥湿布適用前値
の1.38倍から2.45倍の高値を示した (表1,図4)･
この結果は少くとも右季肋部の鉱泥湿布適用によって
(1)筋 ･神経接合部 ･受容器の神経生化学的変化が起る
可能性のあること
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図4.Efectofpeloidin6-healthyvolunteers
onplasmaL･tryptophanlevelsapplied
ontherighthypochondriumfor30
minutes.
No. Sex Before 50m.offer(nmol′ml)
1 Femole L4.55 6.10
2 Female 5.50 7.06
5 Fen(】le 7.77 7.07
勺 Mole 4.L10 10.60
5 Mole L4.55 11.20
ChangesofplasmaL-tryptophanlevelsduring
peloidapplicationontherighthypochondrium
insixhealthyvolunteers.
(2)右季肋部内職である肝臓で,肝内血菜が血管内に遊
出しそれに伴う血梁蛋白質ないしはアミノ酸が量的･質
的に変動する可能性のあること
を示唆している.
前者についての研究はわれわれの知る限りではまだ明
らかにされていない.後者に関しては古くVogt(1940)
が,温浴後蛋白代謝が促進することを示唆し,八田
(1966)は,単純泉不惑温15分1回浴直後で肝内血党の血
管内遊出と管内蛋白質成分比の変動がみられることに触
れている.鉱泥療法を含む温浴療法後の血祭アミノ酸の
変動とその機構の解明については今後検討を要する問題
と思われる.
さて今回われわれが提出した鉱泥湿布療法の催眠効果
を血菜L-トリプトファンの変動 (増加)と関係づけるこ
とについては次のようないくつかの文献が示唆深い.す
なわちWyattら(1970)はL-トリプトファンが自然の
催眠物質である (食餌性の成分としての)ことに触れ,
Wurtmanら (1976)はL-トリプトファンの経口摂取
は全脳中のセロトニンとトリプトファンの双方の濃度を
一次方程式状に増加するという.またBrownら(1979)
は 3grのL一トリプトファンの経口摂取が入眠潜時を短
縮することを示した.これらの知見は始めに触れた入眠
機構に関するJouvetのセロトニン仮説を裏づけるもの
であると思われ,またわれわれの推論の可能性とも開通
しているように思われる.
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Abstraci.'BasedontheEEC-observationof
fallingasleepwhenpatientsareunderpeloid
therapyappliedontherighthypochondrium,fol･
lowingassumptionismadetoclarifytilemeCha一
mismofinducingsleep.
Whilepatientsareundertilepeloidtherapy,
Somechemicalsubstancewilbeproducedincir-
culatlngblood;Ltryptophan,anessentialamino
acidandaprecursorofserotonim,getsovera
blood-brainbarriereasilytoinducesleep.
Sixhealthyvolunteers,eachsexbythrees,
Wereselectedtoapplypeloidpackontheright
hypochondriumfor30minutesfolowlng12-hour
fasting.Signi丘cantincreaseinplasmaL-trypto･
phanlevelwasobtainedintheclinicalexperi-
ment.
Itisspeculatedfromthepreliminarydata地at
L-tryptophanincreasedbythepeloidtherapymay
possiblyactasaspecifcphysiologiCalhypnotics.
